
一般質問

（8）

▲まちづくり交付金による西成井バイパス整備事業

圓
城
寺
正
道 

議
員

被
保
険
者
証
の
発
行
基
準
を
検
証
・
検
討
し
た
い

国
民
健
康
保
険
証
の
短
期
発
行
に
つ
い
て
は

公
平
性
と
、
完
納
さ
れ
て
い
る
方
々

の
納
税
意
識
に
配
慮
し
つ
つ
、
滞
納

対
策
の
意
味
も
踏
ま
え
て
、
現
在
の

６
箇
月
よ
り
も
短
期
の
被
保
険
者
証

の
交
付
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
短
期
の
被
保
険
者
証

の
発
行
基
準
、資
格
者
証
の
発
行
、

回
復
基
準
等
を
検
証
・
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
証
の
短
期
発

行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
伺
う
。

　
市
民
部
長　

当
市
に
お
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
短
期
有
効
被
保
険
者
証
交
付
要

項
」
に
お
い
て
、
基
本
的
に
原
則
６

箇
月
と
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
期

間
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
よ
り
短
期
の
被
保
険

者
証
を
交
付
す
る
こ
と
は
出
来
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
納
税
者
に
対
す
る

　
下
水
道
加
入
に
つ
い
て
、
官

に
携
わ
る
者
の
進
捗
状
況
、

対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
副
市
長　

加
入
率
の
向
上
を

図
る
う
え
で
も
、
早
期
接
続

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
職
員

の
接
続
予
定
等
の
確
認
を
行
っ
た
結

果
、対
象
者
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
職
員
と
し

て
の
自
覚
を
十
分
に
認
識
し
、
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
、
個
人
面

談
等
を
行
い
推
進
し
ま
す
。

質 問 事 項
１．下水道関係について
　１）加入について　　　２）予算の執行について
２．水道関係について
　１）給水停止について　２）委託業務内容について
３．金融機関について　　１）指定金融関係について
４．新庁舎関係について　１）見直しについて
５．一般行政について
　１）健康保険関係について
　２）県国保団体連合会職員保険料 10 億着服について
　３）市長の公用車の廃止について
　４）議長の公用車の廃止について

　
市
長　

暫
定
税
率
の
失
効
に

伴
う
影
響
に
つ
い
て
は
、
暫

定
税
率
を
含
む
税
制
関
連
法
案
の
衆

議
院
に
お
け
る
再
可
決
に
よ
っ
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
、
住
民

生
活
へ
の
深
刻
な
影
響
が
回
避
で
き

る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

歳
入
欠
陥
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
速
や
か
に
国
の
責
任

に
お
い
て
適
切
な
補
填
措
置
を
講
じ

る
よ
う
要
請
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

委
譲
と
併
せ
そ
の
受
け
皿
と
な
る
市

の
人
材
育
成
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
行
政
評
価
と
併
せ
て
人
事

評
価
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
市
役
所
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
り
、
地
方
分
権
改
革
に

対
応
し
た
自
治
体
と
し
て
自
立
で
き

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
特
定
財
源
の
関
連
法
に

よ
る
当
市
の
減
収
影
響
に
つ

い
て
伺
う
。

　
地
方
交
付
税
減
額
に
応
じ
る

当
市
歳
入
力
の
、
今
後
の
改

善
・
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

景
気
低
迷
に
お
け
る

市
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
方
交
付
税
は
、
三
位
一
体
の
改
革

等
様
々
な
名
目
の
下
で
減
額
さ
れ
て

お
り
、
地
域
間
に
お
け
る
格
差
拡
大

な
ど
、
地
方
の
活
性
化
を
阻
害
す
る

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地

方
分
権
改
革
に
お
い
て
は
、
税
財
源

の
移
譲
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
権
限

古
橋　

智
樹 

議
員

再
可
決
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
回
避
し
た
が
歳
入
欠
陥
が
発
生

道
路
特
定
財
源
関
連
法
に
よ
る
当
市
の
減
収
影
響
は

質 問 事 項

▲国民健康保険被保険者証

１．景気低迷における市の歳入について
　１） 地方交付税減額に応じる当市歳入力の改善・向

上策について
　２） 道路特定財源の関連法による当市の減収影響に

ついて
２．街づくりの遂行と推敲のバランスについて
　１） 当市まちづくりの実権者（主人公）と議会への

希求について
　２） 総合計画事業の推進と再考におけるローリング

実態について
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一般質問

（9）

▲霞ヶ浦庁舎

果
あ
る
臭
気
吸
引
が
出
来
る
よ
う
、
整

備
を
し
て
い
る
状
況
で
す

　

市
と
し
て
も
月
１
回
程
度
連
絡
会
を

開
催
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
内

容
に
お
け
る
口
径
変
更
等
の
臭
気
改
善

等
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
事
業
者
・

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
大
型
養
鶏
場
か
ら
の
悪
臭
対
策

の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
進
捗
状

況
と
対
策
を
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

２
月
ま
で
に

16
基
追
加
設
置
し
た
脱
臭
装

置
等
の
機
能
の
効
果
を
検
証
し
た
結

果
、
脱
臭
装
置
間
の
脱
臭
ダ
ク
ト
の
口

径
が
小
さ
い
た
め
十
分
に
機
能
を
果
た

し
て
い
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
、
口
径

１
０
０
㎜
か
ら
２
５
０
㎜
へ
変
更
し
効

　
各
種
補
助
金
の
申
請
・
交
付
、

実
績
報
告
の
見
直
し
を
す
べ
き

で
あ
る
。

　
市
長　

補
助
金
は
、
自
治
体
が

そ
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

有
効
な
手
段
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

執
行
は
厳
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、

現
下
の
財
政
環
境
や
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
新
し
い
時
代
変

化
を
考
え
ま
す
と
、
補
助
金
の
あ
り
方

質 問 事 項

中
学
校
の
２
校
が
、
県
の
適
正
規
模
の

基
準
を
下
回
る
状
況
で
す
。
当
市
に
お

い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
学
校
施
設
の
歴

史
的
な
背
景
、
役
割
な
ど
を
踏
ま
え
通

学
時
に
お
け
る
安
全
対
策
、
教
育
内
容

の
充
実
、
効
率
的
な
学
校
経
営
な
ど
の

観
点
か
ら
、
学
区
の
編
成
や
統
合
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
中
に
保
護

者
・
地
域
の
意
向
等
を
聞
き
、
学
区
審

議
会
な
ど
で
協
議
し
、
基
本
的
な
考
え

方
を
整
理
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

舎
建
設
事
業
は
、
市
民
の
様
々
な
意
見

を
踏
ま
え
、
議
会
に
お
い
て
も
議
論
を

し
て
議
決
を
い
た
だ
き
、
事
業
を
進
め

て
お
り
「
住
民
投
票
」
に
つ
い
て
は
、
実

施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
教
育
委
員
会
は
、
小
規
模
化
が

進
む
小
中
学
校
の
統
合
に
向
け
、

独
自
の
適
正
規
模
の
指
針
を
公
表
し
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

　
教
育
長　

小
学
校
で
は
下
稲
吉
、

下
稲
吉
東
小
学
校
を
除
く
11
校

が
、
中
学
校
で
は
北
中
学
校
と
千
代
田

　
当
市
の
市
民
団
体
な
ど
が
、「
１

市
２
庁
舎
方
式
が
固
定
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
合
併
以
来
の
課
題

で
あ
る
旧
２
町
の
融
和
や
行
政
間
の
合

理
化
・
効
率
化
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
阻
害
要
因
に
な
る
」
と
し
て
、

「
霞
ヶ
浦
庁
舎
建
設
の
是
非
は
住
民
投
票

で
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
市
長　

住
民
投
票
や
ア
ン
ケ
ー

ト
等
は
、
政
策
判
断
と
し
て
と
き

に
は
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
霞
ヶ
浦
庁

佐
藤　

文
雄 

議
員

議
会
の
決
議
を
得
て
い
る
段
階
な
の
で
、
住
民
投
票
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

「
霞
ヶ
浦
庁
舎
建
設
の
是
非
は
住
民
投
票
で
」
に
対
す
る
見
解
は
？

質 問 事 項

▲養鶏場

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
補
助
金
へ
の
見
直
し
を
推
進

市
の
補
助
金
等
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
あ
る

栗
山　

千
勝 

議
員

１．新市建設計画について
２．入札制度の改善について
３．水道事業について
４．向原土地区画整理事業について
５．教育行政について
６．霞ヶ浦地区保育所統合事業について
７．国民健康保険制度について
８．後期高齢者医療制度について
９．広域行政について

１．行政全般について
　１） 霞ヶ浦庁舎実施設計委託契約を３月末日にした理由等につ

いて
　２）各種補助金交付から実施報告書について
　３）行政監査に力を入れたら良いと思うが監査委員の考えは　
　４）議会に監査委員が出席しなかった理由は
　５）市に行政オンブズマンを
　６）市の職員教育と懲戒委員会に提出された根拠資料はいかに
　７）市の懲戒委員会は外部からの委員も必要かと思うが
　８）職員教育について
　９）平成 20 年度の人事異動について
　10）大型養鶏場からの悪臭対策のその後について
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一般質問

（10）

中
根　

光
男 

議
員

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
防
護
策
等
の
設
置
を
検
討

危
険
度
の
高
い
農
業
用
水
池
・
調
整
池
の
安
全
確
保
は

遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
な
ど
子
ど

も
達
と
の
か
か
わ
り
が
多
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
確

保
は
必
要
と
認
識
し
、
現
況
調
査

の
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
危

険
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
道

路
管
理
の
部
署
、
農
地
内
に
あ
る

た
め
池
な
ど
は
地
元
土
地
改
良
区

等
の
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
防
護
策
設
置
の

検
討
を
行
い
、
安
全
対
策
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

や
歩
道
整
備
、
交
差
点
改
良
な
ど

の
新
た
な
整
備
事
業
に
は
用
地
確

保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
権
者
へ

理
解
を
お
願
い
し
、
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
通
学
路
や
道
路
脇
に
あ
る
農

業
用
水
池
や
調
整
池
の
危
険

度
の
認
識
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

農
業
用
た

め
池
や
雨
水
の
調
整
池
は
、

隣
接
道
路
が
通
学
路
で
あ
っ
た
り
、

　
危
険
度
の
高
い
道
路
へ
の
歩

道
設
置
及
び
交
差
点
改
良
の

検
討
状
況
と
具
体
的
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

　
土
木
部
長　

歩
道
整
備
や
交

差
点
改
良
整
備
の
検
討
に

つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
て
、
特
に
通
学
路
を
優
先

に
狭
隘
等
で
危
険
度
の
高
い
未
整

備
箇
所
の
把
握
を
行
い
、
計
画
的

に
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

既
設
道
路
の
狭
隘
箇
所
拡
張
整
備

質 問 事 項
１．土木行政について
　１）道路環境整備の推進について
２．教育行政について　
　１）学校教育への取組みについて
　２）各学校への防犯カメラ・ミラー設置について
３．一般行政について　
　１）男女共同参画社会への推進状況について
４．農業行政について　
　１）農業アンケート調査結果に対する認識について
５．環境行政について　
　１） 危険度の高い農業用水地・調整池の安全確保について

　
保
健
福
祉
部
長　

当
市
に

お
い
て
、
平
成
20
年
５
月

現
在
、
人
口
４
万
４
，
８
４
５
人

に
対
し
65
歳
以
上
の
人
口
は
９
，

４
１
９
人
で
高
齢
化
率
21
％
で
あ

り
、霞
ヶ
浦
地
区
は
約
26
％
で
す
。

　

将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
12
年

後
の
平
成
32
年
度
に
は
、
高
齢
化

率
は
約
30
％
に
な
り
、
霞
ヶ
浦
地

区
に
お
い
て
も
約
36
％
と
予
測
さ

れ
、
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
益
々

進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
跨
線
橋

事
業
に
つ
い
て
も
こ
の
中
で
検
討

し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
「
合
併
特
例
債

対
象
事
業
等
主
要
事
業
調
査
特
別

委
員
会
」
で
も
諮
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
に
よ
り
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
10
年
後
の
霞
ヶ
浦
地
区
は

高
齢
化
率
44
％
と
い
う
驚

愕
の
予
測
に
つ
い
て
伺
う
。

　
合
併
特
例
債
事
業
第
１
号

跨
線
橋
整
備
の
進
捗
状
況

と
財
源
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
土
木
部
長　

本
事
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
末
、
費

用
対
効
果
調
査
が
終
了
し
報
告
書

が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
庁
内
に
長
期
的
な
財
政

見
込
み
を
踏
ま
え
て
、
主
要
事
業

全
体
の
圧
縮
や
平
準
化
に
向
け
た

効
果
的
な
活
用
案
を
作
成
す
べ
く

「
合
併
特
例
債
事
業
等
主
要
検
討

古
川　

誠
一 

議
員

「
合
併
特
例
債
事
業
等
主
要
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
検
討

跨
線
橋
の
整
備
計
画
の
見
通
し
は

質 問 事 項

▲中志筑地内間沢池

▲下稲吉地内常磐線

１．一般行政について　
　１）再合併と行政内容の一体化について
　２） 跨線橋の整備計画について　３）神立駅東口開発について
２．環境行政について
　１）霞ヶ浦の浄化について　２）森林の保護育成について
３．福祉行政について　
　１）霞ヶ浦地区保育所民営化について
　２） 10 年後の霞ヶ浦地区高齢化率 44％という驚愕の予測に

ついて
４．生涯行政について
　１）公民館活動の充実化に向けて
　２）福祉バスの利用について
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Q
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